
 

 

 

「出会いに生きる」  学長 朴 憲郁 

 

 サマリアの女が水をくみに来た。イエスは、「水を飲ませてください」と言われた。弟子たちは食べ物を 

買うために町に行っていた。すると、サマリアの女は、「ユダヤ人のあなたがサマリアの女のわたしに、 

どうして水を飲ませてほしいと頼むのですか」と言った。ユダヤ人はサマリア人とは交際しないからで 

ある。イエスは答えて言われた。「もしあなたが、神の賜物を知っており、また、『水を飲ませてください』 

と言ったのがだれであるか知っていたならば、あなたの方からその人に頼み、その人はあなたに生き 

た水を与えたことであろう。 

(ヨハネによる福音書 4章 7-10節)  

 

 新約聖書が描く二千年前のイスラエルの国では、同じ宗教と同じ民族であっても、ユダヤ

人とサマリア人とは反目し合っていました。それと言いますのも、南方のエルサレムを中心

に純粋の血統と唯一神ヤハウェを信じるユダヤ教の人々、すなわちユダヤ人たちは、昔から

隣国アッシリア帝国の侵略によって異教の神々が入り込み、異教徒との雑婚が目立った北方

のサマリア地方の人々を敬遠し蔑視して、異邦人のように扱っていたからです。このような

状況の中で、主イエスが弟子たちを連れて、ユダヤ地方から下ってサマリアを通り、ガリラ

ヤ地方に旅しておりました。その途上のサマリアの町で、主イエスは旅に疲れ、喉が渇いた

ので、たまたまヤコブの井戸に水を汲みに来ていた一人のサマリア人女性を見つけたので、

水を飲ませてくださいとお願いしました。するとサマリア人の女性は驚いて、8節でこう返

事をしました。「ユダヤ人のあなたがサマリアの女の私に近づいて、どうして水を飲ませて

ほしいと頼むのですか」と。それに対する主イエスのお答えが 10節です。「もしあなたが、

神の賜物を知っており、また、『水を飲ませてください』と言ったのがだれであるか知って

いたならば、あなたの方からその人に頼み、その人はあなたに生きた水を与えたことであろ

う」と。 

 通りがかりに見た女性にイエスが声をかけたことがきっかけで、一歩も二歩も深まる対話

が始まります。その経緯が 11 節以下もずっと続きます。こうして主イエスにとって今や、

通りがかりに＜見た＞女性は、主イエスが語りかける一言によって、通りがかりに＜出会っ

た＞女性へと変わっていきます。ここにモノでなくは人（person）と出会う意外性がありま

す。主イエスとの出会いによって、夫婦生活が破綻して暗い過去を引きずっていたサマリア

の女性に思いがけない変化が起こりました。主イエスの真剣な眼差しによって、彼女はもう

隠し立ても言い逃れもできない、世界の中の単独者として主イエスの前で、そして神の前に

自分一人で立っています。それは実に孤独です。しかしもう決して孤立してはいません。な

ぜならば、震えて一人で立つ彼女に、主イエスは愛情をもって優しく語りかけ、人生をもう

一度やり直せるよう奮い立たせるからです。マルチン・ブーバーというユダヤ人思想家が戦

前書いた名著に『我と汝』という書物があります。その副題は＜孤独と愛＞です。孤立でな 
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く孤独においてこそ、人は愛の出会いを経験し、それによって自分の生き方に変化をもたら

すからです。世界の中の単独者として、私たち人間は神の前に一人で立ちます。しかしこの

孤独においてこそ人は神と、そして他の人と出会い、愛の交わりに生きることになるゆえに、

決して孤立することはありません。 

聖書は実に、イエス・キリストを中心にした出会いの証言の書です。ヨハネ 4章のこの物

語においては、主イエスの語りかけがなければ、その女性は通りがかりの（樹木や石のよう

に）単なるモノ同然です。その女性にとっても、主イエスの語りかけがなければ、イエスと

いう一人のユダヤ人男性も単なるモノ同然であったことでしょう。例えば、皆さんも私も、

朝の満員のバスや電車に乗って通学や出勤した経験があると思います。寿司詰めのような満

員の乗り物の中では、どれほど押し競饅頭のように体が触れ合っていたとしても、その相手

は単なる物でしかありません。心を開いて語り合う出会いは起こりません。 

消費社会における溢れるほどの物質を所有し、また IT 時代に溢れるほどの情報も耳にし、

また多くの学識を積んで、それらを自分の生活に有効に用いることができたとしても、真の

出会いが起こる保証はありません。密集した町に住んでもいても、人々は孤独な群衆であり、

一人ひとりにとっては砂漠のような町と感じとられてしまうのです。 

 出会いは英語で Encounterと言い、ドイツ語では Begegnungと言いますが、出会いとは

実に不器用な出来事です。そのことを互いに恐れない時に、出会いは起こります。ところが

情報化社会では、意外に人間関係が表面をすべってしまうことがあるのです。これを社会心

理学者のエリッヒ・フロムは、産業社会の時代の「市場的性格」と言いました。それに対し

て、出会いとは、もっと洗練されていない、生の人間の荒削りのものです。主イエスとサマ

リア人女性との意外な出会いは、このようなものでした。 

 かつて言われて今も通じる言葉に、「ふれあい恐怖症」があります。大学生で、授業もサ

ークルも、それなりに出るけれども、決められた時間が終わると、さっさと帰ってしまい、

それ以上踏み込みもしなければ、他人が自分の中に踏み込ませもしない。それでいて寂しく

孤立してしまう人が多くなったと言われます。 

 人間と人間の出会いについて、中世の修道士ゾイゼという修道士の交際術をご紹介します。

彼は四つ挙げます。１．何人をも親切に接待すること。２．彼と簡単に話すこと、３．彼を

慰めて帰すこと、４．彼に自分の情をつながせぬこと。興味深いのは、これら四つの内、１

番目の親切にすることと、３番目の慰めることはよく分かるのですが、２番目の「彼と簡単

に話すこと」と、４番目の「彼に自分の情をつながせぬこと」（情を抱かせるな）というの

は、なんだか冷たくて分かりにくいからです。しかしこの二つに共通するのは、個人の自立

を表しています。修道士であるゾイゼは、私たちが神の前での単独者として生きることを表

しています。この交際術は、私たちの生き方にとても示唆的でありますし、キリスト教倫理

の観点からしてとても興味深いものです。 

実にこれは、先にお話ししましたように、主イエスとサマリア人女性の間で起こっている

ことでもあります。そしてこのような出会いは、遠い昔話ではなく、今このみ言葉を耳にし

ている私たちにおいても起こり得る喜ばしい知らせであるに違いありません。 

 


